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研究成果の概要（和文）：総括班は9名の計画研究代表者と7名の連携研究者で構成した。年2回開催の総括班会議では
、領域全体の進捗状況の把握、各研究の発展性への助言等を行った。また、研究資源を領域内で共有するシステムを構
築し、共同研究を推進することで、公募研究を含めた領域全体の有機的結合とそれによる高い生産性の維持に貢献した
。研究成果は領域ホームページで随時紹介すると共に、社会へのアウトリーチ活動や若手研究者育成のためのシンポジ
ウムの開催にも積極的に取り組んだ。このような活動によって、癌幹細胞研究が専門家のみならず広く社会に認知され
るに至った。

研究成果の概要（英文）：The executive committee, a hub of our scientific research group, consisted of 8 
chief investigators and 7 cooperative advisers. Meetings have been held twice a year to catch progress in 
cancer stem cell research area. The major contribution of this committee was to make suggestions to each 
investigator about a way of improvement of him/her research. Through the activities of this committee, 
research materials and tools were shared within group members, and multilateral collaborative studies 
were markedly promoted. The remarkable achievements were introduced to the public via our original 
website and mass media. Furthermore, symposia for promoting young investigators have been held annually. 
These activities worked properly to receive acknowledgment about an importance of cancer stem cell 
research from the public and researchers.

研究分野： 幹細胞学
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１．研究開始当初の背景 
	 近年、国民の死因の約半分を癌が占めるよ
うになった。研究開始当初、殆どの癌研究は、
各々の臓器や組織型毎に独立して進められ
ていた。しかし、癌幹細胞は正常細胞のリプ
ログラムによって成立した悪性の幹細胞と
考えられることから、臓器の種類や組織型を
越えた共通の性質を有する可能性が示唆さ
れていた。したがって、癌幹細胞を標的にす
るためには、個別研究から得られる知識を統
合する必要があると考えられた。このような
背景のもと、新学術領域研究「癌幹細胞を標
的とする腫瘍根絶技術の新構築」を立案し採
択された。	 
	 
２．研究の目的 
	 総括班は、本領域研究を効果的に運営・推
進するために設置された。異なる実験システ
ムを用いる各計画研究および公募研究の企
画策定を総合的に評価し、必要に応じて追加
修正を行う。また、研究に必要な情報や新し
く得られた知見を集積し、各研究者間の有機
的連携の強化を計る。国内外の癌幹細胞研究
者および癌研究者に研究の助言・指導および
評価を求め、時には軌道修正をしながら領域
研究を成功に導く。また、癌幹細胞研究の重
要性を社会に認知させるための広報活動と、
若手研究者の育成を目的としたシンポジウ
ムの開催を企画運営する。	 
 
３．研究の方法 
	 以下に総括班の構成図および活動を示す。	 

(1)研究連携の促進：総括班会議を定期的に
開催し、情報交換を行う（年 2回程度）。	 	 
	 
(2)公募研究の支援：適確な技術指導、必要
不可欠な試料等の提供を行えるよう領域内
を調整し、研究の進展を強力にサポートする。	 
	 
(3)情報収集・成果発表の支援：当該研究領
域の成果発表と情報収集のため、国際学会等
への参加支援と関連研究者の招聘を行う。	 
	 
(4)医薬品開発に関する助言・支援：新たな
癌治療法の開発を促進するため、低分子化合
物や抗体医薬の開発に関する助言と支援を
行う。	 
	 
(5)研究活動の公開：本領域における研究内

容と成果を website で公開し、領域外の研究
者が領域内の情報にアクセスする機会を作
る。	 
	 
(6)シンポジウムの開催：若手研究者のリク
ルートを主目的とした癌幹細胞を主題とす
るシンポジウムを開催する。	 
	 
４．研究成果	 
(1)総括班会議は計 9 回開催し、各計画研究
および公募研究の進捗状況の確認・評価、問
題点克服のための方策の検討、個別研究課題
の有機的結合を推進するための共同研究の
提案などを行った。海外評価者の意見を聞く
ことで、国際的に見てもトップレベルの研究
を行う体制づくりが実現した。	 
	 
(2)研究に必要な資材や解析ツールを領域内
で共有するシステムを構築し、遅滞なく必要
な研究が行える体制を整備した。以下にその
一部を記載する。	 
①次世代免疫不全マウスを用いた異種移植
技術の共有（九州大学）	 
②癌幹細胞可視化技術の共有（東京医科歯科
大学）	 
③癌幹細胞遺伝子発現プロファイルに関す
るデータの共有（金沢大学）	 
④タンパク質量分析およびタンパク修飾解
析技術の共有（国立がん研究センター）	 
	 
(3)研究成果は website に掲載し、広く研究
者および社会に発信した。また、癌研究をテ
ーマとした関連学会のシンポジウムやワー
クショップ、さらに雑誌・テレビ等の企画に
も積極的に参加し、癌幹細胞研究の重要性を
認知させる活動に注力した。	 
	 
(4)研究者層の底上げを目的として、主に若
手研究者を対象としたシンポジウムを年 1回
開催した。領域代表者が主宰する幹細胞シン
ポジウムとの合同シンポジウムの形態を取
ることで、限られた時間に効率よく情報収集
が行える工夫を凝らした。	 
	 
５．主な発表論文等	 
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